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夜間頻尿はメタボリック症候群の発症予測あるいは進行のマーカーとなりうるか？

Is nocturia a precursor of metabolic syndrome?
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研究成果の概要（和文）：福井県住民健康診査受診者のうち、65歳以下のMetSではない5,234人を対象に、夜間頻尿と
メタボリック症候群(MetS)の発症について縦断的調査を行った。平均年齢は55.6歳で、４年間でMetSは4%に新規発症し
ていた。年齢および性別補正後、MetS発症の危険度は、夜間頻尿を有すると有意に高くなることがわかった。その危険
度は、2.3倍（ときどき夜間頻尿あり）から2.9倍（いつも夜間頻尿あり）であった（それぞれp<0.05）。この結果から
、夜間頻尿は将来のMetS発症の予測因子になりうると考えられた。

研究成果の概要（英文）：We hypothesized that nocturia may be associated with the incidence of MetS and con
ducted a 4-year longitudinal study that investigated the possible association. We collected data on 5,701 
individuals who participated in a multiphasic health screening in Fukui, Japan, in 2003 (baseline) and 200
7, and were 65 years and less at baseline. After excluding participants with MetS at baseline, data from 5
,234 participants were subjected to analysis. The participants' mean age was 55.6 years at baseline. A tot
al of 210 participants (4%) developed MetS during the four-year study period. After adjusting for age and 
gender, a significant association was observed between the incidence of MetS and nocturia (experienced "so
metimes" or "always"). For the incidence of MetS, the multivariate odds ratios (95% CI) of "sometimes" and
 "always" nocturia were 2.3 (1.1-4.7) and 2.9 (1.1-7.9), respectively. The results of our epidemiological 
study indicate that nocturia can be a precursor of MetS.
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１． 研究開始当初の背景 

 夜間頻尿は下部尿路症状の中でも特に QOL

を損なう症状の１つである（本間、日本排尿

機能学会誌、2003）。夜間頻尿は、さまざま

な要因が重なる複雑な病態であるため、夜間

頻尿の治療においては、その複雑な要因（生

活習慣病を含めた各種基礎疾患）を丁寧に探

り、それらに対して予防を含めた適切な対応

を系統的、複合的に行う必要がある、と考え

られるようになった。 

 生活習慣の欧米化を反映した腹部肥満を

基盤に、高血圧、糖尿病、脂質代謝異常が発

症、重積し動脈硬化をさらに促進するとの考

えが、メタボリック症候群（MetS）の基本的

な考えである。MetS にかかわる疾患を時間的

経過と因果関係をダイナミックにあらわし

たものに、メタボリックドミノという概念が

ある[伊藤裕, 日本臨床, 2003]。このドミノ

の１つ１つをみてみると、欧米の報告と同様

に我々がこれまで見出してきたものを含め、

夜間頻尿の関連因子が多く含まれていると

考えられた。つまり、このドミノが倒れてい

くにつれ、それぞれが相加相乗的に働き、夜

間頻尿も悪化していくのではないかと予想

された。実際、健診受診者約３万人の男女を

対象とした我々の解析の結果、MetS の構成要

素数が、増加するに従い、夜間頻尿の危険度

が有意に増加することを見出し(図３)、世界

に先駆け報告してきた（国際禁制学会、2009. 

米国泌尿器科学会、2009）。以上の結果から、

夜間頻尿とMetSの発症およびその進展とは、

非常に密接に関連しているものと推測され

たが、この関連性をひも解くには、これまで

の大規模な横断的解析では限界があり、対象

者を追跡調査する、縦断的解析が必要と考え

られていた。これまでに確立したデータ集積

手法を利用して、毎年の健診データを集積し、

蓄積データを合算することで、大規模な縦断

的解析が可能と考えられた。 

 福井県厚生農業協同組合連合会が行う健

康診査は、毎年３万人以上が受診し、この健

診においては、一般的な問診（既往歴、現在

治療中の疾患、夜間頻尿の有無を含む）、身

体所見（身長、体重、腹囲を含む）、血液生

化学検査、心電図検査、胸部レントゲン検査

などが行われている。この健診受診者の健診

データを元に、多変量解析を含む統計学的手

法を駆使し、夜間頻尿と MetS およびその構

成要素との関連を経時的変化を含め解析す

ることにより、夜間頻尿の発症メカニズムを

解明できるものと考えた。 

 我々はこれまでに大規模な横断研究の結

果から、夜間頻尿の独立した危険因子として

高血圧、糖尿病、肥満などを見出し、さらに、

MetS 構成要素数が増えるに従い夜間頻尿の

危険度が上がるという新たな知見を得てい

た。つまり、MetS 予備軍がすでに夜間頻尿を

引き起こしているということから、夜間頻尿

は MetS 発症や進行のマーカーとなりうるこ

とが、これまでの我々の研究から示唆されて

いた。 

 

２． 研究の目的 

これまでの横断研究の結果を踏まえ、本研

究では同じ対象者を長期的に継続観察（縦断

的解析）し、自覚可能な夜間頻尿が MetS の

発症や進行を早期にマーカーになりうるか

どうか、その関連性について統計学的手法を

駆使し、検証することを目的とした。 

 

３． 研究の方法 

（１）MetS 構成要素の変化と夜間頻尿の関係

について 

 福井県住民健康診査受診者約３万人/年を

対象に、MetS の各構成要素と夜間頻尿の経時

的変化を５年分調査し、MetS 構成要素となる

各疾患の発症あるいは、パラメータの変化

（収縮期血圧、拡張期血圧、血糖値、中性脂

肪、HDL コレステロール値、および腹囲の代

用として Body mass index）を分析し、これ



らの変化と夜間頻尿の出現がどのように関

連するかを、統計学的手法を駆使し解析した。 

（２）夜間頻尿は MetS 発症の予測因子とな

りうるか？  

 MetS の発症予測因子解析においては、2003

年と 2007 年の両年を受診した、６５歳以下

の男女を選出後、そのうち MetS を有する者

を除外して、解析を行った。 

 統計解析には、SPSS ver.21 を用い、ロジ

スティック回帰分析による多変量解析など

を中心に行った。P<0.05 を統計学的に有意と

した。 

 なお、本研究は福井大学医学部倫理審査委

員会の承認を得ている。 

 

４． 研究成果 

 2003 年から 2007 年の５回にわたる健診受

診者全員のデータベースをまとめた。 

夜間頻尿については、夜間に２回以上排尿の

ために起きるか、という質問に対し、「いい

え」「時々」「いつも」のいずれかに回答さ

せた。 

（１）MetS 構成要素の変化と夜間頻尿の関

係について 

 2003 年 2007 年の 2点間における、夜間頻

尿および MetS 構成要素の、それぞれの発生

または悪化、および改善との関連性を、単

変量解析および多変量解析にて求めた。そ

の結果、夜間頻尿の出現、悪化、改善は、

拡張期高血圧や高血糖の変化とともに変化

していた。夜間頻尿の出現と拡張期血圧の

悪化は、単変量解析でオッズ比(OR) 1.21 で

あり、夜間頻尿の改善と拡張期血圧および

高血糖の改善については、オッズ比はそれ

ぞれ 1.55 と 1.25 であった。このような拡

張期高血圧や高血糖の悪化や改善の変化を

表す、自覚可能なマーカーになりうると思

われた。とくに、4年後の夜間頻尿の改善は、

拡張期血圧の改善との独立した関連因子で

あることがわかった(OR 1.44, P<0.05)。 

（２）夜間頻尿は MetS 発症の予測因子とな

りうるか？  

 2003 年と 2007 年の両年を受診した、６５

歳以下の男女 5,701 名を選出後、そのうち

MetS を有する者を除外して、5,234 名の解

析を行った。平均年齢は 56 歳（23-65 歳）

だった。4 年後に MetS を発症したのは 210

名(4%)であった。解析の結果、夜間頻尿を

有するものは、４年後に MetS を有意に高く

発症しやすいことを見出した（表）。その危

険度は、年齢および性別による調整後 2.3

倍（「時々」夜間頻尿）〜2.9 倍（「いつも」

夜間頻尿）であった（2013 年国際禁制学会

発表）。 

 

 

図 1. 解析の流れ 

 

表.４年後の MetS 予測因子解析（ロジステ

ィック回帰分析） 

 
 

（３）4 年間、５回の受診データをもとに、

夜間頻尿出現率の変化をみると、60-74 歳の

変化が最も大きい傾向にあった（図 2）。 



 
図 2. 夜間頻尿の新規出現率の推移 

 

（４）4 年間の夜間頻尿の変動は比較的多

くに認めるものの、若い人ほど出現しても

消失する割合が高く、高齢になるほど出現

率が高く消失率は低いことがわかった（図

3）。 

 

図 3. 年齢別夜間頻尿の出現率と消失率 

  

以上の結果から、夜間頻尿は、MetS 発症

の予測因子となりうることが強く示唆さ

れた。また MetS 構成要素のうち、拡張期

高血圧の出現と消失に夜間頻尿は独立し

て関与することがわかった。このように、

夜間頻尿には、出現、消失といった変化に

は、いくつかの基礎疾患の変化が関係して

いる可能性があることが示唆され、今後も

健康診査受診者を対象に長期的縦断調査

を行い、この仮説を解明したいと考える。 
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